
令和６年分所得税の定額減税について 
 
令和６年分所得税の納税者である居住者で、令和６年分の所得に係る合計所得金額が１，８０５万円以下

である人は、定額による所得税額の特別控除（定額減税）の適用を受けることができます。 

定額減税は以下の金額です。 

 

 
（注）「居住者」とは、国内に住所を有する個人又は現在まで引き続いて１年以上居所を有する個人をいいま 

す。居住者以外の個人である「非居住者」は定額減税の対象となりません。 

 

上記に伴い、令和６年分給与支払報告書（個人別明細書）の「（摘要）」欄に定額減税に関する事項の記載

が必要となります。（１）、（２）のパターンに応じて、以下の内容を記載して下さい。 

 

（１）年末調整済みの給与支払報告書 
  令和６年分所得税額の定額減税に関する事項を次のように記載してください。（※裏面の記載例参照） 

 

記載事項 記載内容 

①実際に控除した年調減税額1 源泉徴収時所得税減税控除済額×××円 

②年調減税額のうち年調所得税額2 

から控除しきれなかった金額 

控除外額×××円 

（注）控除しきれなかった金額がない場合は「控除外額０円」 

③合計所得金額が１，０００万円超 

である居住者の同一生計配偶者分を 

年調減税額の計算に含めた場合 

（上記①、②に加えて）非控除対象配偶者減税有 

（注）同一生計配偶者が障害者、特別障害者又は同居特別障害者 
に該当する場合「減税有」の追記で差し支えありません。 

 

（２）年末調整を行っていない給与支払報告書 
  年末調整を行わずに退職し再就職しない場合や、令和６年分の給与の収入金額が２，０００万円を超 

えるなどの理由により年末調整の対象とならなかった給与所得者については、 

令和６年分所得税の定額減税に関する事項の記載は不要です。  

                                                   
1「年調減税額」    ・・・年末調整時に年調所得税額から控除する定額減税額（年末調整の結果、年調所得税額から

控除されるべき減税額になります。月次減税額の合計とは必ずしも一致するわけではあり

ませんのでご注意ください。） 
2「年調所得税額」 ・・・年末調整により算出された所得税額で、住宅借入金等控除の適用を受ける場合には、その 

控除後の金額 

① 本人（居住者に限ります） ３０，０００円 

② 同一生計配偶者及び扶養親族（いずれも居住者に限ります） １人につき３０，０００円 
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源泉徴収時所得税減税控除済額120,000円　控除外額0円
非控除対象配偶者減税有
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〔記載例〕  ＜年末調整を行った一般的な場合＞ 

〔記載例〕 ＜非控除対象配偶者分の定額減税の適用を受けた場合＞ 

〔記載例〕 ＜非控除対象配偶者が障害者に該当する場合＞ 
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（摘要）
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（源泉）控除対象配偶者 配 偶 者 ( 特 別 )
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